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翻訳　TheESTES/AAST緊急手術コースハン
ドブック

伊良部真一
郎

TheESTES/AAST緊急手術コースハン
ドブック

2025年4月
ぱーそん書
房

ダメージコントロール手術
伊良部真一
郎

救急医学 2025年4月 456-465 へるす出版
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Single-Organ Vasculitis Following COVID-19
Infection Resulting in Visceral Arterial
Rupture A Case Report

Yasutaka
Saito

Shinichiro Irabu, Hirotaka Yamamoto Ｃｕｒｅｕｓ 2025年7月 e87335

Ⅲ学会発表 演題名 演者 共同演者 開催数　学会名 開催年.月 開催地
指定講演・
シンポジウム等 外科医が習得すべき腹部救急疾患の治療戦

略
山本博崇 第61回 腹部救急医学会総会 2025年3月 愛知

蘇生的開胸術における閉胸を再考する 齋藤保隆 伊良部真一郎、山本博崇
第53回日本救急医学会総会・学術集
会

2025年10月 大坂

ER 型救急におけるダブルボード救急医は、
各専門診療科に所属してこそ真価を発揮する 伊良部真一

郎

山本博崇、吉岡義朗、齋藤保隆、恩田
禎子、光定健太、辰巳諒、保坂啓太、
坂根舜哉、片山大輔、鈴木一史

第53回日本救急医学会総会・学術集
会

2025年10月 大坂

肝胆膵領域の外傷手術　戦略と戦術 山本博崇 第80回日本消化器外科学会総会 2025年7月 神戸

Trauma Surgery Live Seminar
山本博崇、他
（他院）

第87回日本臨床外科学会学術集会 2025年11月 東京
執刀医役と
して手術ライ
ブに参加

若手のニーズに応える外科専門研修プログラ
ムの効果　- evidenceと質を意識したAcute
Care Surgery教育

伊良部真一
郎

山本博崇、吉岡義朗、齋藤保隆、恩田
禎子、光定健太、辰巳諒、保坂啓太、
坂根舜哉、片山大輔、鈴木一史

第87回日本臨床外科学会学術集会 2025年11月 東京

一般講演・
その他の講演

重症多発外傷における胸部大動脈瘤切迫破
裂に対して、DCSの一環でTEVARを施行した
一例

齋藤保隆 伊良部真一郎、山本博崇 第39回日本外傷学会総会・学術集会 2025年5月 東京

外科専攻医数の増加がAcute Care Surgery
プログラムの教育環境に与える影響

齋藤保隆
伊良部真一郎、山本博崇、吉岡義朗、
恩田禎子、光定健太、辰巳諒、保坂啓
太、坂根舜哉、片山大輔、鈴木一史

第17回日本Ａｃｕｔｅ　Ｃａｒｅ　Ｓｕｒｇｅｒｙ学
会学術集会

2025年9月 佐賀

胸腔ドレナージを省略した緊急開胸止血術に
より救命し得た大量血胸の一例 渡辺莉代

齋藤保隆、安藤翔、伊良部真一郎、山
本博崇

第17回日本Ａｃｕｔｅ　Ｃａｒｅ　Ｓｕｒｇｅｒｙ学
会学術集会

2025年9月 佐賀

外科専門研修プログラムにおける一般専攻
医と救急科ダブルボード専攻医のラーニング
カーブに関する検討

伊良部真一
郎

山本博崇、吉岡義朗、齋藤保隆、恩田
禎子、光定健太、辰巳諒、保坂啓太、
坂根舜哉、片山大輔、鈴木一史

第17回日本Ａｃｕｔｅ　Ｃａｒｅ　Ｓｕｒｇｅｒｙ学
会学術集会

2025年9月 佐賀

外科専攻医の臓器別診療科ローテーション時
評価表の効果と妥当性の検討

伊良部真一
郎

山本博崇、戸松真琴、鈴木一史 第12回日本外科教育学会学術集会 2025年9月 京都

Ⅳその他

肝胆膵外科／外傷救急外科


